
いちごドリルプリント

古墳時代 名前

問1 古墳時代、朝鮮半島や中国から日本列島へ移り住んだ渡来人によって伝えられたもので、日本における記録や公文書作成の基礎となった文字を
次の中から選びなさい。 （2019年 岡山県公立入試 類似）

1. カタカナ 2. 漢字 3. ローマ字 4. ひらがな

問2 5世紀頃、日本の王たちが中国の皇帝に使節を送った背景や目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2017年 鳥取県公立入試 類似）

1. 中国の皇帝から地位の承認を得る
ことで、朝鮮半島での軍事的外交関
係を有利に進めたり、高度な技術を
導入して統治を強固にするため。

2. 仏教を日本に広めるために、中国
から高僧を招くとともに、寺院建築
や経典などの進んだ文化を公的に導
入するため。

3. 後漢の皇帝から「漢委奴国王」と
刻まれた金印を授かり、九州北部に
おける小国の連合を束ねる権威を確
立するため。

4. 遣唐使を廃止することで大陸との
交流を制限し、日本独自の国風文化
を育むとともに、律令国家の形成を
早めるため。

問3 熊本県に位置する前方後円墳である江田船山古墳からは、金象嵌（きんぞうがん）で文字が刻まれた鉄刀が出土しています。この鉄刀に「ワカ
タケル大王」の名が刻まれていたことは、当時の日本におけるどのような政治的状況を証明するものとして重要視されていますか。 （2022年

福島県公立入試 類似）

1. 縄文時代の交易ルートが、九州か
ら関東までつながっていたこと

2. 大陸から伝わった仏教が、九州地
方で最初期に受容されたこと

3. 九州地方に、近畿地方とは異なる
独立した強力な国家が存在したこと

4. ヤマト王権の勢力が、九州地方に
まで及んでいたこと

問4 4世紀から7世紀頃にかけて朝鮮半島や中国大陸から日本列島へ移住した人々は、それまでの土器とは異なる、黒っぽくて硬い「須恵器」の製作
技術や、文字としての「漢字」などを伝えました。このような人々を何と呼びますか。 （2026年 山形県公立入試 類似）

1. 防人 2. 渡来人 3. 弥生人 4. 縄文人

問5 巨大な前方後円墳が各地で盛んに造られていた古墳時代の5世紀ごろ、ヤマト王権の王たちは、自らの地位を国際的に認めさせるために中国の王
朝へ使節を送りました。このとき、倭の五王が朝鮮半島での軍事的な指揮権などを認めてもらうために交渉を行った相手は、当時の中国のどの
勢力ですか。 （2024年 栃木県公立入試 類似）

1. 隋 2. 唐 3. 中国の南朝 4. 漢

問6 徳島県と香川県を結ぶ道路の建設予定地周辺など、四国地方においても複数の「前方後円墳」を含む古墳群が確認されています。このように、
近畿地方を拠点とする勢力が採用した墓の形式が全国各地へ広まった事実は、当時の政治状況についてどのようなことを示していますか。
（2023年 愛知県公立入試 類似）

1. 近畿地方を拠点とする大和政権の
政治的な影響力が、地方へと及んで
いたこと

2. 仏教の伝来により、古墳に代わっ
て大規模な寺院が地方に建立され始
めたこと

3. 多賀城を中心とした東北地方の勢
力が、全国を統一する力を持ってい
たこと

4. 遣唐使によってもたらされた国風
文化が、地方の豪族の間で流行して
いたこと

問7 埼玉県にある稲荷山古墳から出土した鉄剣には「獲加多支鹵大王」という称号が刻まれています。これと同様の称号が記された鉄刀が熊本県の
江田船山古墳からも出土していることから推測できる、5世紀後半の日本の政治状況として最も適切な説明を選んでください。 （2021年 大阪府公立入試

類似）

1. 東北地方から九州地方まで、完全
に統一された律令国家が成立してい
た。

2. 邪馬台国の卑弥呼による統治が、
近畿地方を中心に安定していた。

3. 大和政権（ヤマト王権）の支配力
が、関東から九州におよぶ広い範囲
に広がっていた。

4. 各地域の豪族が独自の王号を名乗
り、中国の王朝と直接外交を行って
いた。

問8 5世紀の古墳から出土する、甲冑（よろい・かぶと）を身にまとい、背中に矢を背負った武人の姿を模した土製品について、当時の社会状況を踏
まえた説明として最も適切なものはどれですか。 （2026年 群馬県公立入試 類似）

1. 弥生土器と呼ばれ、大陸から伝わ
った金属器の使用方法を儀礼的に示
している

2. 唐から伝来した仏教儀礼に基づき
、寺院の門に配置される守護神を表
している

3. 人物埴輪と呼ばれ、当時の緊迫し
た東アジア情勢を反映した軍事文化
を伝えている

4. 七支刀と呼ばれ、百済の王から贈
られた最新の鉄製武器の威力を示し
ている

問9 古墳時代の大仙古墳やその出土品について述べた文章として、正しいものを1つ選びなさい。 （2026年 徳島県公立入試 類似）

1. 大仙古墳は前方後円墳と呼ばれる
形状を持ち、周囲には埴輪が並べら
れた。

2. 大仙古墳からは、副葬品として縄
文時代と同じ土偶が出土している。

3. 大仙古墳は弥生時代に造られた日
本最大級のお墓である。

4. 大仙古墳などの副葬品には金属器
は含まれず、土器のみが納められた
。

問10 5世紀後半、現在の埼玉県にある稲荷山古墳と熊本県にある江田船山古墳から、金象嵌（きんぞうがん）で文字が刻まれた鉄剣や鉄刀が出土しま
した。これらの出土品に共通して刻まれていた人物の名と、そこから推測される当時のヤマト政権（大和政権）の状況として適切なものはどれ
ですか。 （2020年 和歌山県公立入試 類似）

1. ワカタケル大王の名が刻まれてお
り、ヤマト政権の勢力が九州北部か
ら関東地方まで及んでいたことがわ
かる。

2. 中大兄皇子の名が刻まれており、
律令に基づいた地方支配が関東や九
州まで及んでいたことがわかる。

3. 卑弥呼の名が刻まれており、邪馬
台国の勢力が西日本から東日本一帯
に広がっていたことがわかる。

4. 聖徳太子の名が刻まれており、天
皇を中心とした中央集権体制が全国
で完成していたことがわかる。

問11 ヤマト王権が巨大な前方後円墳を築き、その周囲に武装した人物の像などの埴輪を並べたり、鉄剣に首長の称号を刻んだりした歴史的な背景と
して、最も適切なものはどれですか。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 仏教を全国に広めるために、寺院
の代わりとして巨大な墓を建立した
ため

2. 貴族による摂政・関白の政治を安
定させるための儀式として行ったた
め

3. 大陸から伝わった稲作の技術を記
念し、収穫を祝う祭祀の場とするた
め

4. 各地の豪族に対して、王権の強大
な軍事力や政治的な支配力を示すた
め

問12 古墳時代における渡来人の移動と技術伝来が、当時の日本列島の社会に与えた影響について述べた文章として、最も適切なものはどれですか。
（2025年 岩手県公立入試 類似）

1. 青銅器と鉄器が同時に伝わり、金
属器を使った道具の製造が初めて行
われた。

2. 大陸からの技術移転により、日本
列島で初めて米作り（水稲耕作）が
始まった。

3. 須恵器の製造技術や漢字・儒教な
どが伝わり、社会の技術や文化が大
きく向上した。

4. 全国に国分寺や国分尼寺が建てら
れ、仏教を中心とした国家体制が完
成した。


